














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































態は良好 あり、ミイラ化しているような印象をあたえた。遺体全体は、うすい苔におおわれているよう みえた。口は半ば開かれて り、白い歯が三本そこからのぞいていた。長靴の先に 白いくすんだ足指が四本みえた。両手はまるで生ける人の であっ その後、白いサテンに化










































































































榎本・沢・伊東・赤松らは、各国領事館 招きにより、遊歩 出た。そのときスウェーデン・ノルウェー領事館、 メリカ領事館 訪ね が










とである。五ヵ月前にこの島にやって たという。歩兵大尉の男の子が一 いたが、南北戦争において戦死したという。しばらく て四人はホテルに帰った。
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77） 「沢太郎左衛門航海記」 （ 『幕末和蘭留学関係史料集成』所収、雄松堂、昭和五十七年二月）
（
78）注（
47）の五六頁。
（
79）注（
1）の二四九頁。
（
80）注（
77）におなじ。
（
81）海軍中将赤松則良談「六十年前の阿蘭陀留学」 『大日本』第五巻第七号所収、大正
7・
7）
（
82）米窪太力雄著『海のロマンス』 （中興堂書店、誠文堂書店、大正十一年四月） 、四〇五頁。
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